
令和４年度　江戸川区立第三松江小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・体力向上「三松体力チャレンジ道場」の取組
・運動遊び「わくわくタイム」実施
・アスリートによる授業、パラスポーツ体験の実施

・読書を通じた探究的な学習の実
施・充実

・全学級で探究的な学習の充実を図る。

・地域図書館との連携を図り、各教科指導の充実を図
る。

・読書科において調べる学習を充実させ、「調べる学
習コンクール」への参加を促す。

・各学年が単元に合わせて学校図書館スーパーバイ
ザーとの連携を図る。

Ａ Ｂ

・江戸川区主催の読書科に関する研修を受講した教
員が校内で伝達して調べる学習を定着しつつある。

・学校図書館スーパーバイザーと連携を取りつつあ
る。定着を図りたい。 Ｂ

・学校図書ボランティアによる図書室整備や読み聞か
せが充実している。

・「調べる学習コンクール」に挑戦する児童をさらに増
やして活性化させたい。

・調べる学習を進める上で学校図書館スーパーバイ
ザーと連携を図る。

・一人一台端末を活用した個別最適
な学びの実現

・ICTを活用した授業を実践 ・すすんで学習タブレットを活用する児童の姿

Ａ Ａ

・全学級でタブレットを活用した授業を行っている。

Ａ

・クラスで全員がタブレットを机上に置き、活用しながら
授業を受けている姿を見て、感心した。

・更に有効な学習ツールとなるよう、ICT研修を充実さ
せる。

・子供たちの健全育成に向けた取組 ・アンケート、ＱＵの計画的な実施、活用

・毎週の生活指導夕会の充実

・スクールカウンセラー、外部機関との連携を図る。

・いじめ問題解決１００％

・毎回、事前に生活指導主幹を中心に情報共有を行
い、内容の精選、充実を図る。
・いじめや不登校対策委員会を随時開く。

Ｂ Ｂ

・ＱＵの活用方法を効果的に行うよう計画している。

・生活指導夕会は効果的に行われている。

・スクールカウンセラー、ＳＳＷ、児童相談所との連携
を積極的に行っている。

Ｂ

・あいさつを大切にしている様子が、朝の登校風景か
らうかがえる。あいさつ標語の取組を取り入れていきた
い。
・すくすくスクール職員との連携も大切にしたい。

・問題の早期発見、解決が図れるよう、引き続き情報
共有を組織的に行う。

Ｂ

・東京ベーシック・ドリル診断シート前年度比は３年生
で1.3％、4年生１４．６％、５年生０．４％、、６年生３．
５％の向上。
・全国学力・学習状況調査の平均正答率は、全国平
均を上回り、都の平均との差が昨年度より縮まった。
・家庭学習キャンペーン１,2学期達成率は、平均９
０％であった。

Ａ

・児童の様子は、落ち着いて学習に取り組んでいる。
・家庭学習キャンペーンで家庭への啓発がなされてい
る。

・各学年の取組は、学校全体で共通理解を図ってい
る。引き続き、東京ベーシック・ドリルに取り組み、個別
の支援を充実させていく。
・タブレットを活用した授業展開をさらに充実させる。

学校教育目標
・思いやりのある子　　　　　・すすんで学習する子
・仕事をやりぬく子　　　　　・体をきたえる子

「子供の笑顔が輝きあふれる楽しい学校」「教職員が教えることの喜びに満ちた学校」「保護者・地域から信頼され愛される学校」
「思いやりの心を大切にする子」「豊かに考え深めていく子」「責任をもって最後まで取り組む子」「明るく活発に運動に取り組む子」
「子供を深く理解する教師」「分かる喜び・できる喜びを味わえる授業をする教師」「生活指導を充実させる教師」

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞  ・ICT機器を活用する工夫を行い、児童の学習意欲を向上させることができた。
　　　　　　　・いじめや不登校の未然防止に、校内外の教職員と連携を図り、効果が見られた。
＜課題＞  ・学力面で個人差に対応した指導のさらなる工夫、充実が必要である。
　　　　　　　・体力テストの結果を課題として取り組んだが、目標値達成まで至っていない。引き続き持久力、投力を高める運動を中心に、体力向上を目指していく。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・７つの主な事業（取組）に対しての
学校の組織的な対応による取組の実
施・充実

・全学年における算数少人数指導の実施
・東京ベーシック・ドリルの活用
・民間委託の放課後補習教室実施
・６年理科、社会、体育での教科担任制の実施

・東京ベーシック・ドリル診断シート平均正答率の向上
・全国学力・学習状況調査にて平均正答率の向上
・家庭学習キャンペーンにおいて、目標とする家庭学
習時間数８０％以上の達成率向上

Ａ

体力の向上 ・「運動意欲の向上」に向けた取組の
実施・充実

特別支援教育の
推進

読書科の更なる充実

デジタル技術の活用能
力向上

Ａ

・運動会、校外学習で合同で実施することができた。

・巡回指導担当の教員が講師となってより実践的な研
修を工夫することができた。 Ｂ

・運動会で一緒に取り組む姿を見ることができた。
・保護者への理解も促したい。

・検定を実施して認定証を発行
・東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣
等調査で都や区の平均を上回る項目を増やす。

Ａ Ｂ Ｂ

・「三松体力チャレンジ道場」への取組を今年度より新
たに行った。年間を通して、体力の向上へ向けて全体
で取り組むことができた。
・体力テストでは、区の平均より上回る項目があったも
のの、どの学年も持久力に課題が見られれた。

・家庭や地域で情報交換を行い、学校と連携して体力
の向上を目指したい。

子供たちの健全育成

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・ユニバーサルデザインの視点を取り
入れた個に応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充
実

・特別支援学級との共同学習の充実

・特別支援教育に関する研修の工夫

・各行事等で共同学習する機会を増やす。

・各学期に１回、必要に応じて随時研修を実施する。 Ａ

特色ある教育の
展開

「学校における働き方改
革プラン」

・「学校における働き方改革プラン」
に基づく取組の実施

・月１回の定時退勤日の設定
・校務システムの活用、会議の精選

・全教職員の月超過勤務４０時間以下にする。

Ａ

6年生全員参加のブラス
バンド

・一人一人の意思を尊重した教育活
動の工夫

・年に２回、全校児童や保護者を対象に発表会を開
く。

・目標を設定して練習に取り組む児童の姿

Ａ

・仕事の効率化をさらに進める。

・発表会を計画通りに行うことができた。

Ａ

・地域に発表する機会を作ってほしい。 ・地域まつりやブラスバンド発表会を目標に引き続き
取り組む。

・保護者や地域の協力も得ながら進めていってほし
い。

Ａ

Ｂ

・年々、残業時間は減ってきている。

Ｂ

学校と家庭、地
域、関係機関との
連携強化

学校関係者評価の充実

体験的な学習の推進

相談窓口の充実

教育活動の改善・充実に向けた学校
関係者評価の実施・改善

・本物に触れる体験を通した児童の
興味、関心、意欲の高まり

・スクールカウンセラー、巡回相談員
による児童、保護者へのカウンセリン
グの充実

・学校行事における保護者へのアンケート実施、分析
と公開

・児童、保護者、学校評議員、教職員アンケートを計
画的に実施。

・学校応援団の協力、出前授業を積極的に取り入れ
る。

・相談体制の見直し
・相談窓口について学校ホームページ等で周知

・「三松体力チャレンジ道場」の取組をさらに活性化さ
せて認定証発行を増やす。
・「三松体力チャレンジ道場」と体力テストの結果を関
連付けて計画を立てる。

・学校公開、ＰＴＡ行事、地域の行事をさらに充実させ
る。

・児童の学習において、学校応援団の協力を更に取り
入れていきたい。

・スクールカウンセラーや専門員との連携を深め、指
導を充実させる。引き続き、相談窓口の活用を呼び掛
ける。

・学校ホームページの充実

・各アンケートの分析、改善点の公開

・児童の興味や関心の高まり

・スクールカウンセラー、巡回相談員の授業参観によ
る相談が必要な児童の把握
・素早い対応による悩みの軽減

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

・学校ホームページにおいて、学校の様子を毎日更
新している。
・アンケート結果の分析、改善点を公開した。
・学校評議員会を計画通りに実施して、活発な意見交
換を行うことができた。

・各学年で、出前授業を取り入れる機会が増加した。
感染に留意して、実施している。

・特別支援教室専門員、スクールカウンセラー、巡回
指導員、心理士の先生方との連携を図ることができ
た。
・安心して相談に来校できる雰囲気はできつつある。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

・学校だよりや学校ホームページで児童の様子が伝
わってくる。ＰＴＡの活動も充実している。

・すくすくスクールとの連携、地域の人材を活用してほ
しい。

・すくすくスクール、民生委員とも連携を図りながら進
めてほしい。、

・通常学級と特別支援学級の教員がお互いに交流す
る機会を増やして児童理解を深める。

・引き続き研修を工夫していく。


